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～2026年3月期にCO2排出抑制「年間230t」を目標～ 

 

株式会社スーパーアルプス（本社：東京都八王子市、代表取締役：松本 英男、以下「スーパーアルプス」）と株

式会社エフピコ（本社：東京都新宿区、代表取締役会長：佐藤 守正、以下「エフピコ」）は協働し、スーパーアル

プスが運営する29店舗を対象に、お店の店頭で回収された使用済み食品トレーを、新しい食品トレーへと生

まれ変わらせる「トレー to トレー」に取り組んでいます。そして、この取り組みを通じて再生された「エコトレ

ー」などのエコ製品を、再びスーパーアルプスのお店で積極的に使用する「ストア to ストア」の水平リサイク

ルをさらに進めていきます。 

＊水平リサイクル：リサイクル前後で用途を変えずに資源を循環させるリサイクル方法 

 

ストア to ストアの流れ 

 
 

私たちの協働のポイントは以下の3つです。 

 

1. 水平リサイクル「ストアtoストア」の推進 

スーパーアルプスとエフピコは、地域の皆様の使用済み食品トレーをスーパーアルプスの店頭に設置している

回収ボックスで回収しています。2025年3月期の使用済み食品トレー容器の回収量は7６tとなりました。

回収した使用済み食品トレーは、すべてエフピコで資源として再生され、「エコトレー」 等のエコ製品に生ま

れ変わり、再びスーパーアルプスの売り場で使用されることで循環型の水平リサイクルを実現しています。  

スーパーアルプス・エフピコがエコストア協働宣言 

「ストアtoストア」の水平リサイクル推進を強化し、 

地域とともに地球にやさしいお店づくりを目指します 

 

 

 

 

 



２. エコ製品の使用拡大とCO2排出量抑制  

 スーパーアルプスでは、エコ製品の積極的な使用を進めています。2025年3月期には、エコ製品を使用す

ることで、217tのCO2排出量を抑制することができました。今後もこの取り組みをさらに強化し、エコトレ

ー導入などを通じて、エコ製品の使用を広げていきます。これにより、2026年3月期には年間230tの

CO2排出量抑制を目標としています。 

 

３. 地域と共に進めるエコ活動  

スーパーアルプスとエフピコは、「お店がその地域のエコリーダー」となることを目指しています。私たちは、

地域の皆様と一緒に環境を守る活動を強化し、リサイクルを呼びかけるポスターやお客様へのリサイクル販

促の強化を積極的に行っています。これからも、リサイクル資源を大切に使い、環境への負担を減らすため

に、地域社会と力を合わせてまいります。 

 

以上 

 

 


